
施用方法

圃場左側

トマト写真① トマト写真② トマト写真③

圃場中央 圃場右側

トマト
バイオフレッシュ２の施用方法は、基本の施用例通り１番果着果後から灌水開始。
以後は月に２回、定期的に灌水しています。
灌水するときは液体肥料と混用したり、葉面散布の前 ３～５日前 に灌水する等、
バイオフレッシュ２の発根力や土中の養分を作物に供給する力を生かして使用して頂いています。　　　

圃場写真

生育にむらが無く、成長点が均一に揃っています。花の数、葉色も良好です。

玉の揃い、着色も良好。

 

土を活性する資材 
元肥施用時 基本施用量  ３00㎏～４00㎏／反  施用後耕耘する。

   一番果着果後 希釈液を施用する。 1Ｌ／反 

 
植物を活性する資材

 

本 圃 場 
以後灌水時 

月２回定期的に収穫が終わる 

まで。 

倍率は灌水量に合わせ潅水・ 

散布する。 

１回に 

1Ｌ／反 

 注：トマトでは育苗時及び、定植直後はバイオフレッシュ２を施用しません。ご注意下さい。
　　衰退した苗にバイオフレッシュ２の３００倍液を部分散布することは効果的です。　

微生物土壌植物活性剤

微生物土壌改良資材

注：バイオフレッシュ２は、ほとんどの液肥と同時併用できますが、酸素剤、石灰系肥料との併用は避けて下さい。

　　バイオフレッシュ２は、２年間保存できます。保存の際は直射日光が当たらない日陰で場所で保管して下さい。

　


